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表面

印刷をする→充分に乾燥させる

転写シート
表面

A4
サイズ

※右上コーナーが
カットしてある
面が表面で、こ
の面に印刷でき
ます。裏表を間
違えないように
プリンタにセッ
トしてください。

インクジェット用

手作りせんすキット

JP-SEN1

準 備 す る も の

ドライヤー

綿のハンカチ or タオル
※白いハンカチで薄手のものが、

転写シートがうすく見えるのでおすすめです。

せんすキット（キットに入っているもの） ご用意いただくもの

せんす（白地） 転写シート

この度は、サンワサプライのインクジェット用手作りせんすキットをご購入いただき、誠にありがとうございます。この用紙はインクジェッ
トプリンタで印刷した画像をドライヤーを使って付属のせんすに転写し、オリジナルせんすを作ることのできるキットです。このキットを
正しくお使いいただくために、ご使用前に本書をよくお読みください。

安全上のご注意
●ドライヤーを使用しますので、やけど、火災に十分にご注意ください。特にお子さまだけによる取り扱いはおやめください。
●ご使用前に本製品とご使用になるドライヤーの取り扱い説明書をよくお読みの上、正しくご使用ください。

使 用 方 法

最新の情報、自由に使える画像やイラストなどの素材のダウンロードについては、用紙専用サイト「ペー
パーミュージアム」 http://www.sanwa.co.jp/paper/　または、 http://www.sanwa.co.jp/ へgo！

1 デザインをします。 まめ知識

印刷しない部分を用紙上に作ることで、白い部分を作ることができます。

印刷した転写シート

あとからトリミング
しやすいように、
画像のまわりに
1cm位の余白を
もたせてデザイン
してください。用紙のまわりが汚れやすくなるのでフチなし全

面印刷のデザインはしないでください。

デザインするときのご注意

2 印刷をします。
デザインした画像やイラストを転写シートにそのまま正像で印刷します。

●転写シートの表面がプリンタの
ノズル側にくるように用紙をセ
ットしてください。（裏表を間違
えないように。）転写シートの右
上コーナーがカットしてある方
が表面です。
●用紙のまわりが汚れやすくなり
ますので、フチなし全面印刷は
しないでください。
●用紙は1枚ずつプリンタにセット
してください。
●用紙がカールしていたら、カールを直してセットして
ください。
●折れや引っ掻きにより表面にキズや指紋などの汚れ
がつかないように、用紙の端をもつようにしてください。

〈プリンタについて〉
この転写シートが使えるのは、下記のプリンタのみです。

〈用紙設定・モード設定（例）〉

ご注意

転写シート自体は半透明です。せんすは白地なので、何も印刷し
ていないところは白くなります。

転写シートがA4サイズなので、A4、A サイズ

ンをします。※特別なソフトは必要ありません。。※特別なソフトは必要ありません。。
(その後、転写シートの表面に印刷します。)。)

カラー

白色

転写シート
表面

プリンタ 用紙設定（用紙種類） 印刷モード

1  
普通紙

に印刷した部分（特に黒など色の濃い部分）をさわると、印刷内容がこすれたりはがれたりする恐れがあります。充分に乾燥させてください。
※エプソン顔料系インクにも対応しますが、充分に乾燥させてください。乾燥が不十分な状態で用紙を重ねたり、印刷部分をさわったりすると、色うつりや汚れが生じることがあります。

〈例〉

-10」としてください。
まの設定だと、画像が暗くなることがあります。詳しくは右図をご覧ください

エプソン

キヤノン

などの顔料
系イ

（ BJ

※2 キヤノンプリンタでの設定の仕方

〈印刷について〉
1）用紙サイズを必ず「A4」にしてください。

A4サイズにあわせ、用紙
10枚程度おい

   

20分0
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ハンカチ

www.sanwa.co.jp

使用上の注意
●対応プリンタ、転写方法など、ここに記載されている以外の方法でご使用になられた場合に生じた不具合について、当社では一切の責任を負いかねます。予めご了承
　ください。
●ドライヤーで接着中に若干蒸気および臭気が発生することがあります。換気の良いところで作業してください。
●この転写シートは表面にキズがつきやすくなっております。折れや引っ掛けにより、表面にキズがついたりはがれたりする恐れがありますので、取り扱いには十分ご
　注意ください。またキズや指紋などの汚れがつかないよう用紙の端を持つようにしてください。
●ドライヤーを使用しますので、やけど、火災にご注意ください。特にお子さまだけによる取り扱いはおやめください。
●ご使用前に本製品とドライヤーの取り扱い説明書をよくお読みの上、正しくご使用ください。
●印刷面をこすったり、傷をつけたり、折り曲げたりしないでください。
●プリンタの種類、プリンタの印刷モード、インク、ドライバソフトなどにより画像色・画像の精細さが変わることがあります。
●せんすに一度貼付けた転写シートは、基本的にはがすことができません。無理にはがすとせんすの紙部分が破れたり、ケバ立ちが生じたりするおそれがあります。
　（転写シートがせんすから浮いたりはがれたりするときは、ドライヤーの熱が足りていないときです。はがれかけているときは、しっかり再度ドライヤーで温風をかけ
　ハンカチをあててしっかりおさえて貼りつけてください。）
●用紙は必要なだけ取り出し、開封後はなるべく早めにお使いください。
●コピー機、カラーレーザープリンタ、モノクロレーザープリンタ、ドットプリンタ、熱転写プリンタなど対応のインクジェットプリンタ以外では使用できません。

保管上の注意
●使用しない用紙は必ずビニール袋に入れて気温40℃以下、湿度80％以下の場所で重量がかからないようにして、水平にして保管してください。外で長い時間放置
　いたしますと、反りが発生したりする可能性があります。
●高温、高湿、直射日光、蛍光灯の光など、また空気の流れ（空調など）のある場所を避けて保管してください。
●閉め切った車内やトランクなど、高温になる条件での保管は避けてください。
●開封後はなるべく早めにお使いください。開封したまま、長期間保管されると、印刷したとき文字がにじむなど、印刷がうまく出来なくなるおそれがあります。

開封後は、なるべく早めにお使いください。
※万一製造上の不備がございました場合には、同数の新しい製品とお取り替えいたします。それ以外の責はご容赦いただきます。
※本製品は光や保管条件によって変色、退色いたしますが、この点についてのお取り替え、その他の補償はご容赦いただきます。
※商品改良のため、仕様・外観は予告無しに変更することがありますのでご了承ください。   
　記載の社名及び製品名は一般に各社の商標又は登録商標です。

転写シートの大きさによっては、シワが入りやすい
ことがあるので、シワが入りやすいときは小さめ
に切るなど大きさを調整してください。

注

転写シートの状態が見えやすいので、白地で
薄手のハンカチのご用意をおすすめします。
（色うつりが気になるハンカチ・タオルは使用
しないでください。）

注

注

●画像から5mm～1cm程度の余白をとってください。
●カットする時は角を丸く、単純な形に切ってください。又、切り込みを
入れると後ではがしにくくなるので、切り込みは入れないでください。
●印刷後は、20分以上乾燥させてから転写してください。
●印刷後は、ニジミや変色などが生じる恐れがありますので長時間放
置しないでください。やむを得ず保存する際は、十分に乾燥させた
上で普通紙の間にはさみ、用紙が入っていた袋に入れて保存してく
ださい。

ご注意

3
3

転写シートの余白部分を切り取ります。 4 せんす、ドライヤー、ハンカチ又はタオルを用意します。
画像から5mm～1cm程度の余白をとって、はさみ
でキレイに切り取ります。

5 ドライヤーを使ってせんすに転写シートをはりつけます。

06/06/TMME

せんすを広げ、　 で切った転写シートの裏紙をはがして、転写したい
場所にシートを置く。（印刷面を上）

画像の周囲を
5mm～1cm
程度あける

なるべく平らに広げる
（薄手のため、丸まり
  やすいので、ご注意

  ください。）

転写シートは
印刷した面を
上に置く。

ハンカチを熱いうちに
外すと、ハンカチに
シートがくっつく
ことがあります。

部分的に浮いているところ、
平らになってないところを
ハンカチの上からしっかり
くっつくよう、手でおさえて
ください。

はがすはがすはがす

転写シートを置いたせんすをハンカチ・
ルで覆い、シワをのばす。シワがあるとシ
転写されてしまうので注意！

ハンカチ・タオルの上から、5cm位離してドラ
イヤーの温風をまんべんなくあてます。一ケ所
に20秒位。また、ハンカチ・タオルの上から転
写シートをおさえ、しっかり転写シートをせん
すに貼りつけます。

ハンカチ・タオルをとり、直接
ドライヤーの温風を再度あて
ます。約5cm位はなして、一
ケ所約60秒位。

出来上り！

注 せんすの両面に転写することも
できます。もう片面も同様に転
写してください。そのとき、せん
すの下にタオルかハンカチをひ
いておいてください。

すぐにせんすをたたむと、転写シート部分がくっ
つくおそれがあります。半日位、広げた状態のま
ま放置してください。
※せんすを開け閉めしているうちに、転写したデ
ザインの折り目の部分に折り目の跡がつくこと
があります。
※十分にインクが乾かないうちに転写すると、せ
んすをたたんだときに、転写部分同士が貼りつ
くことがあります。

注 折り目部分にかさなるところには転写シートが貼りつ
きにくいので、ドライヤーをあてた後ハンカチ・タオル
を置き、浮いているところをしっかりと平らになるよう
おさえてください。

注ドライヤーをあてたところは
熱いのですぐにはさわら
ないでください。

※一度貼りつけたらはがせません。（貼りつきが悪いときは転写シート
　をはがすことができますが、はがした部分に毛羽立ちができます。）


